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新聞報　
　	　マイクロ・フィルム版
松　井　真由美
　このたび、関西大学図書館の蔵書に、１９世紀後半から２０世紀半
ばまでの半世紀にわたって上海で発行された代表的な新聞『申
報』に続き、同時代のリーダー的存在の日刊新聞がまた一つ加わ
った。今回、紹介する『新聞報』がそれである。
　中国の近代新聞としては、清朝末期に中国に来た外国人宣教師
によって、初めに伝道を目的とした宗教月刊紙、次に一般商業新
聞が作られた。『新聞報』は後者にあたる。
　同紙は、１８９３年２月１７日、上海に於いて創刊された大衆向けの
社会経済関係の記事を中心とする中国語新聞である。当初は、中
外合資の共同経営で刊行されたが、汪龍標に経営を委ね、中国の諸新聞のうち最初に経済的独立を得たといわ
れている。欧米会社の経営に移行後は、無偏、無党で経済独立を標榜し、文字通りリベラルな経済紙として発
展を遂げていき、中国全土の経済界に多大な影響を与えた。
　発行部数は、中国で初めて輪転印刷機を導入し、１９２５年頃には、日本の当時の新聞と比較すると部数は少な
いが、一時は１５万部にも伸ばし、中国最大の発行量を誇っていた。日中戦争の間は、発行部数が８万部（１９３７
年頃）に落ちたが、抗日的色彩を表にあらわさず、社説なしの論調で刊行を続けた。
　収録範囲は、１８９３年２月１７日の創刊から１９４９年５月２７日までの５６年間にわたり、若干の欠号部分を含むが、
通算１８６７６号に及ぶ。
　内容は「上諭及び一切の緊急事務はすべて電報で伝来され詳細に翻訳する」と第１号の「本館告白」に記し
ている。このように、創刊当初は、清朝政府の皇帝の上諭や国内諸地域のニュースは電報を利用して収集し、
上海だけでなく、「台湾官報」「朝鮮入貢」などの見出しからもわかるように、国外関連のニュースも翻訳して
掲載している。たとえば、高麗新聞紙の記事があり、「多財善賈」と題して朝廷が高麗にいる中国商人に、銀
２０万両を融資したと書かれている。その他の雑事としては、「南昌雪電」とあり、南昌という場所で雪が一尺
ほど積もった、などとある。さらに、創刊号には、かつて「茶園」と呼ばれ、親しまれていた小劇場の広告が
７点もあり、そこには出演者の名が紹介されており、当時の中国特有の豊かな芸能のにおいを紙面から感じ取
ることができる。
　また、中華民国成立（１９１２年）をきっかけに、趣味性、知識性、通俗性を取り入れて、紙面を面白くする工
夫をし、民衆の関心を呼んだ。俳優の写真が入った映画広告が幾種類も掲載されている。変わった広告として
は、「感謝世医」とある。これは、病気が治ったことを知らせて名医の紹介ともなる感謝状である。その他、
「訂婚啓事」「結婚啓事」「離婚啓事」と言った、いわゆる婚約、結婚、離婚のお知らせや、結婚紹介会社が出
した広告、石炭燃料や飛行機、船の切符の販売広告など、まさに様々な広告が多くの紙面を占め興味をそそら
れる。このように、広告業務にも力を注ぎ、政治・経済の枠を超えて文化的な要素が強くなった。広告の中で
は、特に薬局・医者・占い師が出したものや宝くじなどの広告は創刊当初から目を引く。
　広告以外では、米が値上がりしたことの記事やピンポン、サッカーなどのスポーツニュース、天気予報、重
慶でカエルが４０００匹も死んでいた、との日常的な出来事も多く掲載されている。
　１９４９年５月２４日までの紙面には、共産党反対のスローガンが、第一面下方等に掲載されていたが、翌日２５日
からは、国民党から共産党を支持する内容に様変わりした。そして、その２日後の１９４９年５月２７日号には、
「上海全部開放」との第一面大見出しとなり、停刊に至っている。
　当時の発行地、上海は、アヘン戦争以降、イギリスをはじめとする西洋諸国が進出し、対外開放された開港場の
一つで外国人が入域する国際都市となった。その新文化の影響を受けて新聞が創刊された。また、当時の上海は、
香港に次ぐ新聞発行の中心地であり、欧文新聞の翻訳ではなく英字紙をモデルに中国語新聞が相次いで刊行された。
　本学図書館には、この他に上海で刊行された新聞として、『時報』（１９０４１９３９）、『中外日報』（１８９８－１９１０）
図書館フォーラム第５号（２０００）
２４
などの中国語日刊新聞の他、	

（１８５０－１９４１）	
	（１８６６－１９５１）のマイク
ロフィルムの所蔵がある。
　新聞は、継続的に長期にわたり刊行される生きた資料であり、また、文化史の一面として非常に貴重な記録
である。『新聞報』は、中国近代の政治史、経済史、文学史の面からは勿論のこと上海の市民生活、文化、風
俗の研究にも格好の資料の一つとなる。同紙はこれまで日本国内で閲覧が極めて希であったこともあり、今後
大いに利用していただきたい。
　　１８７２年、英国商人メジャーが創刊。当館には上海店発行の影印版を全巻所蔵している。
　１９４９年５月２７日号には、停刊の挨拶文やそのお知らせの記事は見当たらない。
　　この号が最終号であるかどうかは紙面から見る限りわからない。
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牛島俊作『中国の新聞』日本新聞協会　昭和２５
（まつい　まゆみ　閲覧参考課）
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　マイクロ・フィッシュ版
広　瀬　雅　子
　フランス革命は、同時代のヨーロッパのみならずその後の世界の各地に影響を及ぼした、世界史的な大事件
であった。
　文部省の助成金をうけて一昨年に本学図書館が購入した本コレクションは、フランス革命２００周年を記念し
てフランス政府の全面的な支援を受けて企画されたもので、フランス革命研究にかかわる貴重な文献を多数集
めたマイクロ資料である。
　フランス、イギリス、アメリカ、日本など世界７カ国から集まった一級の研究者が組織的、系統的に検討を
重ね、編集作業をすすめた結果、印刷史料を主とする１００万頁以上ものオリジナル史料（一部手稿も含む）を、
「基礎資料編」と「テーマ別編」の２つのパートに分けることになった。今回本学が購入したのは、その内の
共通コア部分にあたる「基礎資料編」で、「新聞」、「回想・自伝」、「基本的な刊行史料」、「文献目録・所蔵目
録」の４セクションに分けられている。
　こころみに「新聞」のセクションを見ると、後に山岳派の指導者の１人となるマラーが革命の初期から発行
していた『人民の友』（	
	
）とその後継紙や、軍隊でも配布されて革命期の新聞として引用され
ることの多いエベールの『ペール・デュシェーヌ』（	
）が、ほとんど欠
号なく揃っている。このほか、プリュドムの『レヴォリュシオン・ド・パリ』（	
）やジロン
ド派の指導者ブリッソーの『パトリオット・フランセ』（	）のようにパリで出版された１５紙に
加え、リヨン、マルセイユ、トゥールーズ、ボルドー、グルノーブルなどフランス各地で出版された２６紙も取
り上げられており、パリ偏重をさけて、地域ごとの多様性をつかめるよう配慮されていることが窺える。
　また「文献目録・所蔵目録」のセクションには、各種の文献目録類やこれまで入手しにくかった各地の図書
館、文書館、史料館などの所蔵目録が広く集められており、このコレクションで印刷史料の調査を済ませてか
ら手稿史料などにとりかかる際にも、その下準備を進めるのに効率的な調査手段を提供してくれている。
　オリジナル資料の所蔵館は、フランス国立図書館をはじめ、フランス国立文書館、大英図書館、ニュー・ヨ
ーク・パブリック・ライブラリー、シカゴのニューベリー図書館やハーバード大学のワイドナー図書館など世
界各地に及んでいる。
（ひろせ　まさこ　閲覧参考課）
